
英�語�教�育�

巻�頭�言�

　昨年の12月に，�第３回目の国際学力テス�ト�PISAの結果が発表されま�し�た。�残念なが�

ら日本は回を重ねるごとに成績を下げ，前回大きく順位を下げた「読解力」も上昇の�

気配がありません。そんななかで，全教科で常に�ト�ップクラスにあるフィンラン�ド�の�

教育が注目されています。�し�かも，この結果は競争ではなく，生徒の主体性を重視�し�

たグループ学習によって生み出されたと言われているのです。成功の秘密はどこにあ�

るので�し�ょうか。�

　最大の要因は，教員の資質にあるようです。まず，教師の社会的な評価が高く，高�

校生�の�憧れ�の�職業�No.１�です。給�与�は特�に�高い�わ�けで�は�ない�の�です�が，生�徒に�信�頼さ�

れ，創造的に授業を展開できる教師は「やりがいのある仕事」であると認識されてい�

るのです。また，教員になるまでにもいくつかのハー�ド�ルがあり，その都度，能力と�

意欲が試されるのです。�

　第２の理由は，フィンラン�ド�では学校でも教員養成でも「社会構成主義」の発想が�

徹底�し�ていることです。これは，教育とは知識を与えることではなく，協同作業で習�

得�し�た内容を既存の知識と結びつけて再構成�し�，現実の社会で使える能力に変えてい�

くことだという発想です。ですからフィンラン�ド�は，日本が「ゆとりの時間」で目指�

し�た「生きる力の育成」を全教科で徹底�し�，また，そのための教員養成に全力を注い�

できたのです。�

　英語教育と関連の深い「読解力」で言えば，フィンラン�ド�では書かれた内容を正確�

に読み取るばかりでなく，自分の言葉で要約�し�，その内容や表現方法について評価す�

る活動が含まれます。たとえば，手紙文を読んだら要約を書き，内容への賛否ばかり�

でなく，表現のよ�し�あ�し�も論ずる能力を持って初めて，�「読解力」�と見なすということ�

です。�

　日本では英語教育はもちろん，国語教育でもここまで徹底�し�て主体的な読みを求め�

ることは�し�ません。�し�か�し�，これからの国際社会で生きるための英語力を考えるとき，�

こう�し�た視点は無視できません。フィンラン�ド�の教育に学ぶべきことがたくさんあり�

そうです。�
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生徒にや�る�気�を�出�さ�せ�る�工夫�：�4月�

環境作�り�と�やる気の喚起�・�保持�
千葉大学准教授　�西垣　�知佳子�

生徒�に�や�る�気�を�出�さ�せ�る�工夫�：�4月�

1．は�じ�めに�

　英語学習に成功するか�否かは，生徒にやる気が�

備わっているかどうかに�かかっています。どんな�

に素晴ら�し�い教材があっても，生徒の�やる気が希�

薄であれば，英語運用能�力は育ちません。�

　膨大な時間を要する英�語習得の道のりを一歩一�

歩進むには，やる気を引�き出�し�，維持することが�

不可欠です。�し�か�し�，やる気の高い状態は安�定�し�

て継続するわけではなく�，初めは目を輝かせてい�

た生徒が徐々にやる気を�失っていくことは珍�し�く�

ありません。教師はこれ�に対処するために何をす�

ればよいので�し�ょうか。�

　�

2．3つの動機づ�け�

　やる気は時間の経過，�課題の種類など様々な要�

因によって変化�し�ます。竹蓋�（1989）�は，指導の過�

程で異なる働きをする動�機づけを「短期的動機づ�

け」�「中期的動機づけ」�「長期的動機づけ」に�分類�

し�ています。やる気を喚起・保�持させるには，こ�

れら３つを組み合わせて�活用�し�ます。�

・短期的動機づけ�

　子どもに与える新�し�いおもちゃに似ていま�す。�

目新�し�さで関心を引き，�「おも�し�ろそうだ」�と思わ�

せて学習に引き込みます�。�し�か�し�飽きると見向き�

もされず，すぐに消失�し�ます。�

・中期的動機づけ�

　成功感や達成感に訴え�て「やればできる」と自�

信を持たせ，�「もっとやってみよう」�という気にさ�

せます。短期的動機づけ�よりも長続き�し�ます。�

・長期的動機づけ�

　�「�ど�うし�て�も�必�要�だ」と�い�う�必�要�感�に�訴�え�ま�す。�

困難なことをやり遂げる�強固なやる気です。日常�

生活に英語を必要と�し�ない日本では，与える�のが�

難�し�い動機づけです。�

　�

　�

3．4月：やる気を�引き出す環境作り�

　新学期である４月には，�以上の動機づけに加え�

て，�Dornyei（2001）�が指摘するように，�学習する以�

前に必要な環境整備があり�ます。すなわち，授業�

に積極的に取り組ませるた�めの英語学習の条件整�

備です。�

（1）�　�人間関係作り�

　やる気を引き出す環境作�りに重要です。教師が�

生徒に対�し�て貢献的で受容的であること�を感�じ�さ�

せ，楽�し�く協力的なクラスの雰囲�気を作ります。�

ま�た，�「先�生�に�つ�い�て�こ�い。英�語�力�が�身�に�つ�く�

ぞ！」と，教師の熱意を伝�えることも大切です。�

「この先生なら英語力は伸�びる」と生徒に暗示を�

かけることもまんざら悪く�はありません。�

（2）�　�実態の把握�

　英語の好き・嫌い，学習�歴，海外経験，授業へ�

の要望，やってみたいこと�などを調査�し�ます。中�

１では，授業を計画するう�えで小学校での英語経�

験を確認することは不可欠�です。また，私は，こ�

れまでに受けた英語の授業�の中でよかったと思う�

授業についても生徒に記述�させています。授業の�

連続性を図り，私自身の授�業を振り返るためにも，�

有益な情報となっています�。さらに，この結果を�

プリン�ト�に�し�て配れば，クラスの考えを�共有�し�な�

がら授業を進められます。�

（3）�　�不安を取り除く�

　生徒は「授業についてい�けるかな」と不安を抱�

いて新学期の授業に臨んで�います。不安を取り除�

くために，最初の授業では�，毎時間の授業の流れ�

を説明�し�，授業の縮約版を体験�し�てもらいます。�

体験を通�し�て，この授業は参加する授業�であると�

いう意識づけを行います。�

　さらに授業に合った家庭�学習の方法を説明�し�ま�

す。先輩のノー�ト�や単語帳を見本と�し�て示すと，�

具体的に何をどのようにす�ればよいのかわかりや�

すくなるで�し�ょう。�

4．授業における短期�的動機づけ�

　４月にはやる気を引き出�す環境を整えながら，�

前述の３つの動機づけを組�み合わせて授業をスタ�

ー�ト�させます。まず次のような工�夫から始めます。�

（1）�　�教材の内容�

　�「�や�っ�て�み�た�い」と�思�わ�せ�る�た�め�に，生�徒�の�興�

味，関心，知的�レ�ベルに合致�し�たもの，身近なも�

の，心を打つものを教材に�選びます。�

（2）�　�教材の種類�

　映画，�ド�ラマ，アニメなどの映�像や歌は，英語�

の苦手な生徒でも興味を持�ちやすく有効です。ま�

た，漫画，スポーツ記事，�星占い，広告，パンフ�

レ�ッ�ト�，カタログ，メニュー，�レ�シ�ピ�，説明書な�

ど，身近な実物を教材にす�ると使える英語を実感�

させることができます。�

　�

5．授業における中期�的動機づけ�

　短期的動機づけで引き出�されたやる気が消失す�

る前に，中期的動機づけに�よってやる気を保持さ�

せます。�

（1）�　�ほめる�

　上手にできたらほめ，一�生懸命やれば上手にな�

ることを体験させて自信を�持たせます。�

（2）�　�成就感を育てる�

　具体的で到達可能な短期�的目標を示�し�て，達成�

感�を�味�わ�え�る�活�動�に�取�り�組�ま�せ，�「こ�こ�ま�で�で�き�

た」と成就感を与えます。�

（3）�　�活動目標の提示�

　授業中の活動について「�なぜこの活動を行うの�

か」�「どのような力がつく�のか」�，活動の意図を示�

し�て，自らの英語学習のプ�ロセスを計画させ，モ�

ニターさせます。�

（4）�　�評価�

　せっかくやる気になって�も，テス�ト�で良い点数�

が取れなければ，失望�し�て，やる気は削がれま�す。�

授業内容を逸脱�し�たり，�レ�ベルが高すぎるような�

テス�ト�は�し�ないように�し�ます。�

　�

　�

6．授業における長期的�動機づけ�

　短期的動機づけでやる気を�引き出�し�，中期的動�

機づけで保持させ，長期的動�機づけによって目標�

達成を目指�し�ます。�

（1）�　�英語の有用性�

　英語圏以外の人々とのコミ�ュニケーションも英�

語を通�し�て可能になることなど，国�際語と�し�ての�

英語の高い有用性を実感させ�ます。�

（2）�　�生徒のあこがれ�

　教師は英語使用者のモデル�です。生徒の「あこ�

がれ」�　�の存在となれば，�「先生のようになりたい」�

と常に生徒に刺激を与え続け�られます。�

（3）�　�到達目標の提示�

　学年の到達目標を示�し�，学年末に「こんなこと�

ができるようになる」という�ことを明らかに�し�ま�

す。先輩の作品や活動の様子�を�ビ�デオで紹介する�

と目標が具体的になります。�

（4）�　�評価法の説明�

　評価テス�ト�は指導目標や指導内容を反映�するこ�

とを告げ，過去の問題を具体�例と�し�て紹介�し�ます。�

授業への積極的参加を促すた�めに，評価には，定�

期試験だけではなく，授業へ�の参加度，発表，提�

出物，小テス�ト�など全てを反映させること�を伝え，�

成績に占める割合も示�し�ます。�

　�

7．まとめ�

　英語習得には長い時間がか�かります。私は，指�

導の最終目標を「自立�し�た英語学習者の育成」と�

とらえています。教室の外で�も，学校を卒業�し�て�

も，自ら設定�し�た到達目標を目指�し�て，自力で英�

語学習を続けられる学習者を�育てるには，生徒の�

やる気を喚起・保持させ，積�極的に英語学習に向�

かわせることがその第一歩と�考えます。�

　�
参考文献�
Dornyei, Z.（�2001）� Motivational Strategies in the Language 

Classroom, Cambridge University Press.
竹蓋幸生�（1989）�『ヒアリングの指導システム』研究社�
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生徒にや�る�気�を�出�さ�せ�る�工夫�：�4月�

中1　�3年間の見通�し�を持�っ�て�

生徒�に�や�る�気�を�出�さ�せ�る�工夫�：�4月�

福岡県福岡市立博多中学校教�諭　�長谷川　�愛�

1．は�じ�めに�

　本校は１小１中の校区�で，小・中連携が行いや�

すい状況にある。昨年度�は６年生に計３時間の英�

語活動を行った。今年度�は博多小学校の先生と共�

にカリキュラム作成を行�い，５，６年生を対象に，�

週�１�回�小�学�校�の�先�生�と�TTで�英�語�活�動�を�実�施�し�て�

いる。�

　英語活動を経験�し�てきた生徒に対�し�て，中学校�

でどのような授業を組み�立てれば，楽�し�く英語を�

学べるかを，今後さらに�考えていきたい。�

　�

2．生徒の状況把握�

（1）�　�小・中連携�

　小学校の先生と交流会�を持ち，小学校ではどん�

なカリキュラムで英語活�動を行ってきたかを把握�

する必要がある。中学校�が英語教育のスター�ト�で�

はなくなってきたため，�中学校で教える内容を学�

習�し�ていることも考えられる。�小学校の先生にも，�

中学校での学習内容を知�ったうえで，英語活動を�

行ってもらうことが大切�である。�

（2）�　�事前アンケー�ト�の活用�

　どの学習でも，学習者�のモチベーションは大切�

である。今までは，中学�校入学と同時に始まる英�

語科学習に対�し�て期待感があった生徒�も多かった。�

し�か�し�，英語が嫌いになってい�る状態で入学する�

生徒もいるかも�し�れない。英会話教室に通い�，意�

欲満々な生徒もいること�だろう。そのような状況�

を，事前にアンケー�ト�で把握�し�ておくことが必要�

と考える。�

　�

3．学習環境�

（1）�　�英語教室�

　�「�英語�の勉�強を�す�るん�だ」�　�と�い�う気�持ち�にな�る教�

室環境を作ることが大切�である。英語圏の生活文�

化を感�じ�させる掲示物を貼り，英語の�絵本などを�

置くだけでも教室の雰囲�気は変わる。季節に応じ�

わり，９教科それぞれの方�法で授業が進む。英語�

活動と英語科学習の違いを�含め，生徒にとって未�

知の世界である学習内容を�わかりやすく提示する�

ことは，以後の学習への不�安を取り除くことにつ�

ながる。�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

5．実践を通�し�て～英語活動から英�語科学習へ～�

（1）�　�歌の活用�

　小学校の英語活動で一番�驚いたことは，児童が�

上手に楽�し�く英語の歌を歌うこと�だ。博多小学校�

の５，６年生の英語活動で�は，毎時間，歌を歌っ�

てから授業を始める。小学�校で楽�し�く歌っている�

雰囲気を中学校でも取り入�れていきたい。�

　本校でも，毎時間授業開�始の前から�「今月の歌」�

を流�し�ている。英語教室に入って�きたら英語の歌�

が流れている。それだけで�も英語を学習する雰囲�

気作りになる。４月に入学�し�てくる新入生には，�

英語活動と同�じ�雰囲気で，英語の歌を楽�し�く歌う�

ことから授業を始めたい。�歌を活用�し�て，小・中�

間のギャップをできる限り�少なく�し�たい。�

（2）�　�学習内容�

　今年度，�５�,�６年生の英語活動ではアル�ファベッ�

ト�の学習と英語圏の生活文�化を知る学習を行って�

いる。小学校で音声を通�し�てアルファベッ�ト�の学�

習を�し�ておけば，中学校での文字�指導がスムーズ�

に�い�く。ま�た，英�語�圏�の�生�活�文�化�に�つ�い�て�は，�

Body Languageなどを学習�し�ている。�英語活動の�

ねらいを児童が理解すれば�，中学校での学習がス�

ムーズに行えると考えてい�る。�

（3）�　�実践例�

　新入生は，どの教科の授�業も緊張�し�ている。た�

とえ，小学校の英語活動で一�緒に勉強�し�たことが�

ある先生だと�し�ても，場所が変われば不安�はある�

だろう。また，本校のように�１小１中の環境に入�

ってくる転入生は，なおさら�である。その緊張感�

を取り除くために，次のよう�な手法で最初の授業�

を行うとよいのではないかと�考えた。�

①YES，NOクイズ�

　生徒にYES，�NOの２つのプ�レ�ー�ト�を渡す。�いく�

つかの質問に対�し�て，�YES，�NOのプ�レ�ー�ト�を出�し�

て答える。生徒は質問の意味�がわかって答える場�

合もあれば，わからずに答え�る場合もある。質問�

は次のようなものである。�

　�

　�

　�

生�徒�が�YES，NOの�プ�レ�ー�ト�を�あ�げ�た�と�こ�ろ�で�象�

やへびの絵などを出す。間違�いに対�し�て寛容にな�

るような雰囲気作りに良い。�

②コミュニケーション�カー�ド�

　生�徒�に�と�っ�て�ALTと�コ�ミ�ュ�ニ�ケ�ー�シ�ョ�ン�を�と�

れることは，このうえない喜�びであるが，難�し�い�

ことでもある。入学�し�たばかりの生徒の自己紹介�

は，自分の名前を伝えること�で終わって�し�まう。�

そこで，生徒に自分の好きな�ことについて，絵を�

描かせたり，写真の切り抜き�を使わせたり�し�て一�

枚のカー�ド�にまとめさせる。�ALTはそのカー�ド�を�

見て質問�し�，生徒がそれに答えると�いうコミュニ�

ケーション活動を行う。�生徒は，�ALTになんとか�

伝えようとジェスチャーを用�いたり，辞書を調べ�

たり�し�ながら説明を始める。�ALTと最初に打ち解�

けることができる教材の工夫�は大切である。�

　�

6．おわりに�

　今年度，小・中連携で英語�活動を行い，地域在�

住の大学教授や小学校の先生�方と英語教育につい�

て熱く語る機会を幾度となく�持つことができ，改�

めて中学校での英語科教育の�責任を痛感�し�た。小�

学校で取り組んできた英語活�動を活かせるかどう�

かの責任は重い。中学校だか�らできることを模索�

し�，わかる授業を心がけ，日�日邁進�し�ていきたい。�

た環境作りはその国の生活�文化を学ぶことにもつ�

ながる。ハロウィーンやク�リスマスなどは，関連�

グッズもそろえやすい。�「英語教室に行くのが楽�し�

み！」と感�じ�るようになれば，生徒は早�めに教室�

に来るようになり，スムー�ズに学習を始められる。�

小学校の教室環境に対�し�て，中学校は殺風景に�感�

じ�る場所が多いようだ。入�学�し�たばかりで不安を�

感�じ�ている新入生にとって，英語�教室が意欲を喚�

起する場所になってくれれ�ばと願う。�

（2）�　�学習形態�

　英語の時間は，英語授業�専用の座席で座る。入�

学�し�たての生徒にそれが当たり前�だと感�じ�させる�

ことが，以後の英語の授業�に大きな影響を与える�

と考えている。小学校では�，男女が席を並べて座�

っているが，中学校では一�人ひとり机を離�し�て座�

る形態が多い。一旦，この�形態が当たり前になる�

と，ペア学習を行う際，男�女で机をつけることは�

たいへん難�し�くなる。ペア学習やグルー�プ学習を�

効果的に行うために，入学�し�てすぐの時期に英語�

専用の学習形態を作ること�は意義がある。�

　�

4．英語科学習のス�ター�ト�

（1）�　�目標設定�

　中学３年間で生徒に身に�つけさせたい力を�し�っ�

かり設定すると，各学年で�身につけなければなら�

ない力が明確になる。また�，生徒・保護者にその�

単元の学習内容と評価の仕�方を提示することで，�

短期の目標を意識させるこ�とができる。�

（2）�　�授業開き�

　学級開きに学級の目標を�立てるように，授業開�

きにも授業の目標を立てる�ことが大切である。３�

年間あるいは１年間で指導�者が生徒に「どのよう�

な力を身につけてほ�し�いのか」�，�「どんなルールを�

守らなければならないのか�」を明確に示�し�，英語�

の授業がどのような形で行�われていくかを説明す�

る。中学校では，学級担任�制から教科担任制に変�

〈英語の学習をす�る際に大切なこと〉�
・わからな�いことは，ペ�アやグルー�プの相手�と�

助け合って学習を進めていこ�う。�

・辞書をた�くさん使�おう。辞書はみ�んながわ�か�

らないとこ�ろを教え�てくれる。家�庭学習を�す�

るときにも，辞�書はみん�なの学習�を助けて�く�

れることを忘れずに。�

・先生の指示は英語で行�う。�「わからない」�　�と簡�

単にあきら�めないで�頑張って�聞こう。３年�生�

では，全て英語で授業を進め�る。�

・１日１ページ学習を進�めていこう。�

〈例〉�　�Do you eat a snake?

　　　�Do you have an elephant in your house?
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生徒にや�る�気�を�出�さ�せ�る�工夫�：�4月� 生徒�に�や�る�気�を�出�さ�せ�る�工夫�：�4月�

愛知県名古屋市立神丘中学�校教諭　�野中　�圭�

4．おわりに�

　今後，英語教師が担う役�割は，ますます重要に�

なるだろう。それは「コミ�ュニケーション能力を�

高める」という視点を大切�に�し�た小学校英語活動�

である。そ�し�て，中学校では「小学校で�学んだ生�

活に関する語いや慣用表現�を，場面・状況に応じ�

て活用させる場面を設定�し�，英語運用能力を高め�

る」という視点を大切に�し�ていかねばならないと�

考える。�

　教育委員会によるサポー�ト�体制や先進校などの�

実態を踏まえたシラバス作り�，教員研修システム�

とその内容の確立が急務であ�る。�し�か�し�，前述の�

ように，英語を第一線で教え�る立場にある教師が，�

英語教育の諸問題に対�し�，どのように向き合い取�

り組んでいくかが，最大の鍵�である。これを常に�

認識�し�，�「英語への苦手意識」�「英語離れ」�「英語嫌�

い」�をなくせるよう，�“Positive Action”�を起こさ�

ねばならない。�

中2  Teachers’ Self-Diagnosis

は�な�ら�な�い�も�の�とし�て，�「生�徒�の�実�態�把�握」が�あ�

る。英語を教える者が，ど�んなに優秀な英語力や�

経歴の持ち主であっても，�また，素晴ら�し�い研究�

理論があったと�し�ても，これを見落とす�と，期待�

外れの結果に終わって�し�まう。生徒の実態があ�っ�

てこその指導法であり，研�究理論なのだ。�

　私の今までの指導経験を�振り返ると，中学２年�

生の頃から，その「英語離�れ」が始まる。次のよ�

うな理由が一例と�し�て推測できる。�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

3．Teachers’ Self-Diagnosis

　私は生徒の実態把握や分�析がある程度できたら，�

自分の指導内容を細かい項�目で定期的に振り返る�

ことに�し�ている。自己診断で項目�ごとにチェック�

し�ていくものである。日頃�は，校務や生徒指導，�

部活動指導で多忙な毎日に�追われるため，自らを�

振り返ることはなかなか容�易ではない。�し�か�し�，�

この自己診断を行うことで�，指導法や教材・教具�

の開発，改善，工夫などに�役立てている。項目内�

容が確立されたチェック・�シー�ト�があれば，短時�

間で自らを振り返ることも�可能である。そ�し�て，�

指導�し�ていくなかで，見えなかっ�たものが見えて�

くることも少なくない。�ここでは，�そのチェック・�

シー�ト�を紹介�し�たい。�

　�

1．は�じ�めに�

　昨年の教育界と言えば�，�「全国学力�・�学習状況調�

査�」�　�「�教育�課程�部�会に�おけ�るこ�れ�まで�の審�議の�まと�

め」等が公表され，激震�が走った。そ�し�て平成20

年，�新�し�い年が始まり，�「新学習指導要領」�　�が告示�

される。�

　英語教育界では，新�し�い時代のスター�ト�になる�

かも�し�れない。小学校５，６年�生に週１時間，年�

間35時間，外国語活動が�導入される。小学校に英�

語活動を取り入れ，中学�校英語教育にうまくリン�

クさせることで，日本の�学校英語教育全体の�レ�ベ�

ルを上げるという大きな�期待がかかる。�し�か�し�，�

その一方で，中学校の英�語嫌いが小学校に前倒�し�

になり，英語嫌いの量産�につながらないだろうか�

といった危惧もある。こ�れらについて，様々な議�

論が専門家や識者の間で�くり広げられている。�し�

か�し�，なんと言っても英語を第�一線で教える立場�

にある教師が，英語教育�の諸問題に対�し�，どのよ�

うに向き合って取り組む�かが，最大の鍵であろう。�

　�

2．見落と�し�てはならないもの�

　�「英語は楽�し�い！」�「英語，だ～い好き！」�とい�

う声が教室のあちこちで�聞かれ，授業中でも英語�

を読む声が廊下に響きわ�たるほど，中学入学当初�

の生徒はキラキラ�し�ている。�し�か�し�，どうだろう。�

学年が進むにつれてその�輝きは消え，英語に苦手�

意識を持つ生徒が少�し�ずつ増えているのが実�情で�

ある。生徒が�「�苦手意識」�を持ち，�「英語離れ」�が�

始まり，�「英語嫌い」�　�になるといった悪循環が�存在�

する。この厳�し�い現実から少�し�でも脱却できるよ�

うに，日々の授業を改善�し�ていかなければならな�

い。ここでは，生徒が「�英語嫌い」になる前の段�

階で，�「英語離れ」�　�にならないようにするため�の教�

師側の心構えを述べたい�。�

　�「�英語�離れ�」�　�を�減ら�すた�めに�は�どう�すれ�ばよ�いの�

か。英語を教える者にと�って，決�し�て見落と�し�て�

・中学入学�当初のよ�うに，初めて英�語を学習�す�

る新鮮さがなくなる。�

・英語の学�習内容が�難�し�くなっ�ていくた�め，授�

業について�いけなく�なる。学校や�家庭での�学�

習習慣が身�について�いない生�徒ほど，英語�離�

れは多い。�

・思春期に�入り恥�じ�らうことで，英�語の４技�能�

のうち，�「話す」�「読む」�　�活動のような人前で�

発表することに抑制がかかっ�て�し�まう。�

・生徒が苦�手意識を�持ったとき，生�徒が解決�し�

ようと努力�し�なかっ�たり，教師が�うまくフ�ォ�

ローできなくなったりする。�
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～　�My Town Projectを通�し�て　�～�

栃木県宇都宮市立雀宮中�学校教諭　�田村　�岳充�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

7．継続的な指導を目指�し�た取り組み�

　規模は小さいが，このよう�な自己表現活動を各�

単元の前にできるだけ位置づ�けて実践�し�ている。�

卒業を控えた中学３年生の学�習の最後には“�This 

is the place I like the best in my school.”�という�

自己表現活動を行っている。�生徒たちは「自分の�

学校で一番好きな場所」につ�いて関係代名詞を用�

いて表現する。多くの生徒が�３年間の思いを込め�

た作品を完成させる。この活�動も「表現意欲」を�

高める効果的な指導の一例で�あると考えている。�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

1．中学生の英語力�の抱える問題点�

　宇都宮市では毎年12月�に市教育委員会が独自の�

「学習内容定着度調査」�を実施�し�ている。平成18

年�度�に�お�け�る�英�語�の�実�施�結�果�報�告�（�中�学�１�～�３�年�

生）�から次のようなことが読み�取れる�（下線・囲み�

は筆者による）�。�

〈観点別正答率〉�

　�

　�

　�

　�

　この結果から，�他の観点に比べて，�「英語を使っ�

て自分の思いや考えを表�現する�（ここでは�「書く」�）�

力」が定着�し�ていないということが顕�著にわかる。�

　また，�英作文において無答の�（自己表現を�し�よう�

と�し�ない）�生徒の割合も高く，�「英文を積極的に書�

こうとする態度の育成」�が課題と言える。�

　本稿で紹介する実践は�，こう�し�た現状を踏まえ，�

中学３年生を対象に４月�の授業で取り組んだもの�

である。�

2．�「表現力を伸ば�す」�前段と�し�ての「表現意欲を�

高める指導」の重要�性�

　中学３年生になると，�生徒は受験を意識�し�，テ�

ス�ト�で好成績を収めることに熱�心になりがちであ�

る。�し�か�し�，このような意識を持って�取り組む学�

習は一人で問題集などを�ひたすら解くようなもの�

となりがちで，彼らが実�際に抱えている「表現力�

の欠如」という問題は解�決されにくい。近年，高�

校の入試問題にも「表現�力」を要求する出題が多�

く見られ，こう�し�た学習では対応�し�きれない現実�

がある。�

　本来，自己表現とは，�自分の中に伝えたい思い�

や考えがあり，コミュニ�ケーションの対象である�

相手の存在があって初め�て成立するものである。�

だからこそ，授業におい�て生徒の知的好奇心をく�

フィリ�ピ�ンのインターナショナル�スクールを始め，�

京都市内，栃木県内の中学�校と本校の５校でプロ�

ジ�ェ�ク�ト�を�行�っ�て�い�る�（�同�一�市�内�・�県�内�の�学�校�間�

でも十分実施可能）�。�

5.�プロジェク�ト�の展開�

　プロジェク�ト�の展開は以下のようにな�る。�

　�

　�

　�

　�

　�

　お気に入りの場所を紹介�する英作文の指導に関�

し�て�は，下�の�よ�う�な�専�用�の�ワ�ー�ク�シ�ー�ト�（�一�部�抜�

粋）�を配付�し�てヒン�ト�を与えている。�また，�パラグ�

ラフ・ライティングの基本�となるようなフ�レ�ーム�

を与え，自分のお気に入り�の場所について，そこ�

がどんな場所で，なぜその�場所が好きなのかとい�

う自分なりの思いや考えを�自由に表現できるよう�

に導いている。�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　最後に，�生徒がパソコンで完成させた�作品�（A４�

判１枚）�を，�教師がまとめてEメールに添付�し�て交�

流校に送っている。その後�，互いの街の様子を知�

るための鑑賞会を開いたり�，感想を交換�し�たり�し�

ている。�

6．プロジェク�ト�の効果�（生徒の声から）�

　生徒は活動にたいへん意�欲的に取り組んだ。英�

語があまり好きではない生�徒にとっても，このプ�

ロジェク�ト�は魅力的な活動だった�ようである。生�

徒の反応からも，このプロ�ジェク�ト�によって「表�

現意欲」を高めることがで�きたと実感�し�ている。�

以下，生徒の感想の一部を�紹介する。�

　�

　�

　�

　�

す�ぐ�る�状�況�（�相�手�の�存�在�や�自�己�に�関�連�性�の�あ�る�ト�

ピ�ック選定など）�を設定することが求めら�れる。�

3．�「伝えたくなる」�状況設定の重要性�

　田中�（2003）�は，生徒の「表現意欲」を�高めるポ�

イン�ト�と�し�て以下の４点を挙げている。�

　�

　�

　�

　自己表現をさせる場合に�は，実際に生徒自身に�

関わりのありそうな状況を�具体的に設定すること�

が大切になる。また，定型�表現だけでなく生徒一�

人ひとりの思いや考えが表�現できるような工夫を�

し�ていくことが必要である�。�

理解�

表現�

言語�

79.3％�

47.4％�

74.8％�

与えられた条件で英作文�
する２つの設問の解答結�果�
正答率　38.7％　42.4％�
無答率　26.0％　�　�30.7％�

①必然性を高め�る　　　②具体性を高�める�

③自己関連性を�高める　④自由度を高�める�

①お気に入りの場�所選定とデジカメによ�る撮影�

②専用ワークシー�ト�への下書き�

③教師による添削�

④パソコン室にて�作品の仕上げ�（写真貼付）�

・活動する前は，自�分の作品がどんなもの�にな�

るのか不安で�し�た。でも，今まで�授業で学ん�

だことを生か�し�，先生に助けても�らって無事�

完�成�さ�せ�る�こ�と�が�で�き�た。交�流�相�手�が�読�ん�

で，少�し�でも伝わるとい�いと思う。�

・�最�初�は�や�る�気�が�出�な�か�っ�た�け�ど，活�動�が�始�

まってみると思�ったよりおも�し�ろくて，いい�

作品を作ろうと�思いま�し�た。�

中3　�生徒の表現意欲を高める�
Writing指導の工夫�

参考文献�
田中武夫（2003）『「自己表現活動」を取り入れた英語授業』�
　大修館書店�
『平成18年度宇都宮市学習内容定着度調査実施結果報告』�
　宇都宮市教育委員会�

4．My Town Project

　本校では中学３年生の４�月，既習の言語材料を�

活用�し�て国内外の中学生と「我が�街一番のお気に�

入りの場所」�を紹介�し�あう　�My Town Project　�とい�

う自己表現活動を行ってい�る。これは関東ブロッ�

ク中学校英語研究大会で，�千葉県柏市・中英研の�

先生方が発表�し�ていた実践を大いに参考�に�し�たも�

のである。�

　単元に入る前には，次の�ようなガイダンスを行�

うことに�し�ている。�

・交流相手と自分が�住んでいる街につい�て紹介�し�

あえること�

・海外の同世代の相�手と交流ができるこ�と�

　ガイダンスを終えると，�実際にコミュニケーシ�

ョンの相手が存在するとい�うことで生徒の目は輝�

き，�「伝えたい�・�表現�し�たい」�　�という意欲の高まり�

を感�じ�ることができる。交流校に�ついては，筆者�

が在外教育施設�（マニラ日本人学校）�派遣経験者で�

あることもあり，海外の日�本人学校やインターナ�

ショ�ナ�ル�ス�ク�ー�ル�に�Eメ�ー�ル�で�依�頼を�し�た�り，県�

内外の友人教員のネッ�ト�ワークを活用�し�たり�し�て�

探�し�ている。今年度は，バハ�レ�ーン日本人学校，�

「田圃」  本校生徒作品�

「砂漠」  バハレーン日本人学校生徒作品�
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中高一貫校における�
英語教育�
秋田県秋田市立御所野学院�中学校教諭　�鎌田　�功�

三�ヶ�月坊主にな�っ�た理由�
ド�イ�ツ�　�フ�ラ�ン�ク�フ�ル�ト�日本人国際学校教諭　�阿部　�和幸�

1．は�じ�めに�

　本校は，併設型の中高�一貫教育校である。中学�

校の卒業生のうち約３分�の２が併設された高等学�

校へ進学�し�，残り３分の１は他校へ進�学する。他�

の中学校からの入学者は�いないという全国でも珍�

し�い流出型の一貫校でもある。�創立10年に満たな�

い本校であるが，６年間�という長期のスパンにわ�

たる英語教育の進め方に�ついて，本校のこれまで�

の取り組みを少�し�述べてみる。�

　�

2．中高一貫校にお�ける英語教育の実践�

（1）�中高英語教員の相互乗�り入れ�

　創立時から実践されて�きたのは，中高教員の相�

互乗り入れである。中学�３年生と高校１年生の授�

業で行われている。�

　過去，中学校教員は高�校１年生のオーラル・イ�

ングリッシュを担当�し�，中学校で既習の英文�法を�

再確認�し�ながら授業を進めた。また，�高校教員は�

中学３年生の選択英語授�業を担当�し�，基礎・基本�

および高校の英語授業の�進め方について５～６単�

位時間�（本校の１単位時間は65分）�にわたって指導�

を行った。�

　現在，中学校教員の高�校への乗り入れは行われ�

ていない。それに代わる�ものと�し�て，長期休業中�

に中学校教員が，高校１�年生の定期テス�ト�成績不�

振者を対象に補習を行っ�ている。高校教員の中学�

３年生への乗り入れは，�方法を変えながらも継続�

し�て行われている。�

（2）�総合テス�ト�

　中高の英語教員共通の�課題は，基礎・基本の定�

着である。もちろん，全�国すべての学校でも同様�

であろう。本校の場合，�生徒は選抜学力検査な�し�

で進学するために，中学�３年間の総復習，いわゆ�

る受験勉強を経験するこ�とがない。そのために高�

校入学時における生徒間�の個々の学力差は，予想�

以上に大きい。高校の英�語教員にとってはそれが�

悩みの種であり，教科書�選定に苦慮�し�，通常の一�

斉指導授業を進めるうえで�も大きなネックとなっ�

ている。そのため授業時に�はホーム・ルーム学級�

を解体�し�，習熟度別に編成�し�た少人数指導を行う�

など�し�て対応�し�ている。�

　中学校においても，生徒�に３年間の学習事項を�

再確認させる機会を設ける�べく，様々な試みが行�

われている。�現在最重要視�し�ているのが，�「総合テ�

ス�ト�」と呼ばれるものである。３�年間の英語学習�

内容の基礎・基本事項を整�理�し�，系統立てて出題�

するものであり，リスニン�グや長文問題もあるが，�

大部分は穴埋め，書きかえ�，英作文，和訳といっ�

た，英�語�に�は�よ�く�あ�る�問�題�形�式�で�あ�る。be動�詞，�

一般動詞に始まり，受動態�や現在完了形までを網�

羅�し�た全体の量は膨大であり，か�なり精選�し�ても�

通常のテス�ト�では収まりきれなくなる。�

　そこで本校の�「総合テス�ト�」�は，全教科とも100

点満点にこだわらず，１単�位時間�（65分）�内で終了�

するものを作成することに�なっている。ある教科�

は150点満点，別の教科は�178点満点という具合に，�

出題量・内容はその教科に�任せられている。共通�

し�ているのは，８割以上得�点できれば合格，不合�

格者は合格するまで何回も�再テス�ト�をする，とい�

うことである。それでも合�格困難な生徒には授業�

形式で学習相談を行い，基�礎・基本事項定着の徹�

底を図っている。�

　�

3．おわりに�

　全員が併設高校へ進学す�るわけではないため，�

６年間を見通�し�た教育課程を編成するの�は難�し�い�

状況にある。本校の英語教�育においても，ここに�

記�し�た教員相互乗り入れや総合テ�ス�ト�以外に，定�

期テス�ト�前の学習相談や，英語検�定の中高共同実�

施等を行っているが，まだ�まだ試行錯誤の途上に�

ある。今後も他校の実践等�を参考に�し�ながら，さ�

らに充実�し�た本校独自の英語教育を模索�し�ていき�

たい。�

5．三ヶ月で終わった�ド�イツ語学習�

　ここからは私の失敗談であ�る。派遣先が�ド�イツ�

と決定�し�たとき，大学時代に２年間�ド�イツ語を学�

習�し�た経験から，すぐに習得�できると安易に考え�

ていた。４月に着任�し�，６月からやる気に満ちて�

語学学校�（90分×週２回）�に挑んだ。ところがだ。�

あれほど意気旺盛だったにも�かかわらず，　�「三日�

坊主」ならぬ「三ヶ月坊主」�となって�し�まった。�

なぜ「坊主」になったのか，�達�し�た結論が３点。�

　まず，英語で生活でき，�ド�イツ語の必要性に疑�

問を感�じ�始めた。そ�し�て，文法中心の授業で，本�

来の目的である「日常会話の�ド�イツ語習得」にそ�

ぐわなかった。最後に，自ら�復習することがなく，�

その場限りの理解に留まり，�定着に至らなかった。�

　失敗続きの�ド�イツ語学習だったが，生徒�の立場�

になるという点で成果はあっ�た。この失敗談をも�

とに，自分の授業を再検討�し�てみた。�

　まず，生徒に対�し�て，英語の必要性，な�ぜ学習�

するのかという動機づけがで�きているか。次に，�

文法に偏らず，日常多頻度の�表現�（買い物や電話）�

を授業で扱っているか。最後�に，適度な課題やテ�

ス�ト�の実施により，復習させ�る機会を提供できて�

いるか。�

　その他，三ヶ月坊主の再認�識点は，反復練習は�

飽きて�し�まうと考えられがちだが，�指示がわかり�

やすく，口慣ら�し�にもなり，少�し�ずつ定着�し�てい�

くので，継続�し�た反復練習の必要性を感じ�た。そ�

し�て特記すべきは，�ド�イツ語の先生が同じような�

失敗をくり返す私を叱責せず�に，気長につき合っ�

てくれ，大きな励みとなった�ことである。初級�レ�

ベルの学習者に対�し�て必要なものは「忍耐�力」�。�

6．おわりに�

　在外教育施設勤務は概ね３�年間が基本だ。日本�

とはやや異なる教育環境で慣�れないことも多いが，�

残された時間はわずかだ。フ�ランクフル�ト�勤務で�

の貴重な経験を帰国後の授業�に反映できるように，�

取り組んでいきたい。�

1．は�じ�めに�

　今回は，私が平成19年４�月から勤務するフラン�

クフル�ト�日本人国際学校の様子，�および私の語学�

習得の失敗談を紹介�し�たい。�

2．2限目は3年生�で，3限目は3年生�

　と言っても，中学３年生�の授業が２時間続くこ�

とではない。今年で教員９�年目を迎えたが，小学�

３年生に英語を教えながら�，中学３年生に美術，�

技術・家庭科を教えること�は初めての経験である。�

派遣される職員数は限られ�ているため，中学英語�

教師と�し�て赴任�し�ても，他教科または小�学部を担�

当する場合がある。実際に�渡独前には図画工作の�

教材を調べるため，小学校�まで足を運んだ。�

3．小学３年生より英�語導入�

　英語教育活動であるが，�小学３・４年生が「英�

会話」と�し�て週１時間，小学５・�６年生が週２時�

間，中�学�生�は�週�６�時�間�（�英�語�４�時�間，英�会�話�２�時�

間）�を行っている。�加えて，�中学３年生は選択授業�

で英語を選択すると週７時�間授業となる。�

　英語の授業は通常通り学�級単位で実施するが，�

一学年の人数は約20名。英�会話は習熟度別で三つ�

のクラスに分�け，Native２名と日本�人１名が各ク�

ラスを担当，一クラスの人�数は10名程度と恵まれ�

た環境である。英語に加え�，�ド�イツ語�（習熟度別）�

を小学１年生から中学３年�生まで週２～３時間実�

施�し�ている。�

4．�「英語が嫌い」は�わずか3名�

　�ド�イツでは，英語で日常生活を�送るのは困難な�

ことではない。このような�生活環境で育っている�

子どもは英語に対する興味�・関心も高い。さらに�

中学３年生になると，海外�子女生と�し�て高い英語�

力を求められ，�「英語ア�レ�ルギー」�　�にかかっている�

状況ではないというのが本�音のようだ。本校の中�

学生�（61名）�のアンケー�ト�結果によれば，嫌いな�教�

科が英語と答えた者はわず�か３名。現在一部の英�

会話授業は英語のみで行っ�ているが，　�「難�し�いが�

おも�し�ろい」というのが生徒の反�応である。�

Teacher's Forum Teacher's Forum
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辞書指導を復活�さ�せ�よ�う�

　教師を生業と�し�ている我々に求められ�ているこ�

とは？　と自問すると，自�分が生徒だったときの�

ことを思い出�し�てみるのがその答えの原�点である�

と思われる。つまり，新�し�いことや知らないこと�

に出会い，わかったという�喜びであり，意外なこ�

とに驚き，言葉の持ついろ�いろな事実に感動�し�た�

り�し�たときのことなどである。現�代は，自分がこ�

のような経験を�し�た時代とは，確かに違�っている。�

様々な情報が瞬時に�し�て伝わり，海外の風物や�習�

慣などもテ�レ�ビ�等で知る機会も多い。そ�し�て海外�

旅行の経験を�し�ている子どもも結構いる�。�し�か�し�

ながら，時代がどうであれ�，人間の知的好奇心や�

意欲を喚起�し�て，やる気を育てるのが大�事である�

ことは，古くて新�し�い課題であり，どの教科で�も�

必要なことである。英語の�授業や指導法に関わる�

実践資料やノウハウの本も�多く出版されているが，�

やはり，授業はマニュアル�を超えた人と人との関�

わり�（教師と生徒，生徒同�士）�であるがゆえに，ど�

う工夫�し�，食いつかせるかという�ことは永遠の課�

題であると信�じ�ている。そのためには，�教師自身�

が常に英語を学ぶ喜びを感じ�，学び続けるととも�

に，アンテナを高く張って�いろいろなことを吸収�

し�ていくことが求められて�いると思う。�

　現在，私は直接生徒を教�えるという立場にはな�

いので残念ではあるが，研�究会等での助言では，�

「�『英語が好きだ』�という生徒を多くつくろう�」�と�

いう内容で最後を締めくく�ることに�し�ている。�

　�し�か�し�ながら，�「英語は必要である」�と考えてい�

る生徒の数に反比例�し�て，学年を追うごとに「�英�

語が好きだ」という生徒は�減少�し�ているという調�

査結果がある。確かに学習�内容は積み上げであり，�

既習事項をすべて覚えてい�かねばならないので，�

そのような生徒が減ってい�くのは仕方がないとい�

うとらえ方もできるが，こ�の事実を真摯に受け止�

め，どのように�し�て「好きだ」という生徒�の割合�

を保っていくかという努力も�忘れてはならないと�

思う。というのも，授業がお�も�し�ろいと感�じ�たり，�

先生が好きということからで�も，生徒はやる気を�

起こすものであるからである�。�

　そのためにも，まずは授業�に「わかりやすさ」�

が求められ，習ったことを自�分で「使う」ことを�

通�し�て，基礎的・基本的事項�を定着させるのは当�

然のことである。そ�し�て生徒の実態や指導内容に�

応�じ�て，様々な工夫をこらす�ことが必要である。�

さらに，生徒の頑張りを認め�てあげるということ�

が大事で，それがシールであ�ったり，一言のコメ�

ン�ト�であったりと，教師によ�って工夫は様々であ�

るが，生徒にとって自分の努�力の「証」をもらう�

喜びは，いつの時代でも同じ�である。�

　また，英語を学ぶ喜びを感じ�させる手立てをど�

う構築�し�ていくかということも大事�に�し�ていきた�

い。その例と�し�ては，言語の背景にある風�物，習�

慣，歴史，文化等について幅�広く調べ，意図的に�

紹介することがあげられるが�，これは生徒に調べ�

させてもよい。母語である日�本語に目を向けさせ�

ることも必要である�し�，併せて日本語と英語の発�

想や表現の違いに気づかせる�ことも大事であると�

思う。こうすることによって�，英語に限らず，言�

語そのものに興味を持たせる�一助となるのである。�

余談の効用もあるが，時間も�限られていることか�

ら，教科通信という手段を利�用するのもその一つ�

である。�

　�「私�は�英語�は�あ�まり�得�意で�は�な�いけ�れ�ど，　�先�生�

の授業が好きです」という生�徒の言葉に，私はど�

れだけ励まされたことか。私�たち英語教師の役割�

は，改めて「英語が好きな子�をいかに多くつくる�

か」に尽きると強く思う。�

1．は�じ�めに�

　新学習指導要領の方向�性がほぼ確定された。英�

語科と�し�てはなんと言っても，６年ぶ�りに週当た�

りの指導時数が全学年４�時間に戻ることが一番の�

話題だろう。�し�か�し�喜んでばかりもいられな�い。�

「４時間に戻すからには�，増えた１時間でこれま�

で不足�し�ていたことをがっちり指導�し�てください�

よ」という強いメッセー�ジが裏にはあるからだ。�

その「不足�し�ていたこと」とは「文法�」と「語い�

指導」のようだ。そこで�この号では，後者の「語�

い指導」における強力な�ツールの一つである辞書�

指導を取り上げたい。�

2．辞書指導を復活�させよう�

　現行の学習指導要領で�，週当たりの指導時数が�

実質的に１時間減り，先�生方が何を削ったかとい�

う調査を�し�たことがある。答えは様々�だったが，�

多くの先生方に共通�し�ていたのは�「辞書指導」�だっ�

た。確かに辞書を引かせ�ると，個人差が激�し�く，�

時間がかかることこのう�えない。�し�か�し�，何か大�

事なことを忘れてはいな�いだろうか。それは「学�

習するのは生徒」という�当たり前のことだ。学校�

での週３時間の授業だけ�で英語が習得できるはず�

がないことは論をまたな�い。教室や教師の指導か�

ら離れても，生徒が家庭�学習できるように�し�てや�

らなくては効果は上がら�ない。それには辞書指導�

が必要だ。�

3．辞書指導の基本�

　辞書指導と書いたが，�そんなに大それたことを�

する必要はない。生徒が�「そうか，こう使えばい�

いのか」と合点するよう�な場面を，授業のところ�

どころに設定するだけの�ことだ。辞書の有用性に�

目覚めた生徒たちは，自�分でどんどん辞書を引き�

始めるようになる。�

　まずは１年生の１学期�。文字を導入�し�たらすぐ�

に�辞�書�指�導�を�始�め�よ�う。Lesson１�に�出�て�く�る�３�

～４文字の名詞を引かせ�よう。辞書引き競争の始�

まりだ。ポイン�ト�は４つ。�

①辞書を引いたらその単語�に赤丸をつけさせる。�

学校で引く単語は重要語�中の重要語だ。引いた�

ら赤丸をつける癖をつけ�させよう。２度，３度�

引くこともあるが，赤丸�がついていれば探�し�や�

すい。また勉強�し�た痕跡が一目でわかり，励�み�

になる。第一義の訳でな�い場合は訳語にも，場�

合によっては品詞にも赤�丸をつけさせる。�

③立ち上がって一通り辞書�の訳語や例文を読んだ�

生徒には，まだ引けてい�ない生徒の手助けをさ�

せる。その際，ページを�教えるのではなく，引�

き方を教えるように指導�する。こうすることで，�

クラス全体の辞書引き速�度が格段に速くなる。�

④生徒が辞書を必ず持って�くるまで，毎授業辞書�

引きの時間を取る。�

4．辞書指導の一例�

　重要語ほど，自分で発見�させて辞書の仕組みを�

教えると同時に，記憶を強�化させることが肝心だ。�

私は�教�科�書�（�NEW CROWN 1　�三�省堂�）�の�新�語�の�中�
で，次の語は授業中に辞書�を引かせるように�し�て�

いる。�（　）�内はその理由である。�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

5．どうやって辞書�を用意させるか�

　辞書は中学３年間で使用�することとその有用性�

を保護者に訴えて，全員が�用意できるように�し�た�

い。地域の小学校にお願い�し�て，卒業記念品と�し�

て贈ってもらうのが一番よ�いだろう。中学３年生�

には，卒業するときに持っ�ている辞書を学校に寄�

贈�し�てくれるように頼むのも手だ�。�

Lesson 1

Lesson 2

Lesson 3

　�

Lesson 4

　�

right（複数品詞，�多義語）�，from（前置詞）�

then（多義語）�

catch（複数品詞）�，for（前置詞）�，�

know（不規則発音）�

anyとsome（使い分け）�，how（多義語）�，�

look（seeとの意味の違い）�，�take（多義語）�

②辞書が引けたら生徒を立�ち上がらせる。教師は�

　Number　�１，�Number　�2...　�と生徒が立ち上がった�

　順番を言う。早く引けた�生徒には励みになる。�

投 稿 �

北海道札幌市立青葉中学校校長�北島 治夫�

英語教師の役割再考�
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Introduction

　Accuracy　�has traditionally been regarded as 

the most important aspect in English education 

in Japan and teachers, in teaching the linguistic 

rules or grammar, have mainly employed rule-

based teaching due to their intolerance of stu-

dents’ errors.  In the rule-based grammar teach-

ing, we teachers explain the rules of the target 

grammatical structures explicitly in Japanese, 

and then ask students to understand and mem-

orize the rules.  They usually present a few ex-

ample sentences, followed by a short grammar 

based-quiz.  Students learn the grammatical 

items with awareness of what is being learned.  

This teaching approach can be effective and ef-

ficient in the Japanese EFL learning environ-

ment where learners do not have natural expo-

sure to English.  Yet some issues can arise.  The 

problems of the rule-based approach are as fol-

lows.

　�

1. Teachers tend to believe that once the item is 

taught students should understand, learn and 

acquire the rule as they would do so in mem-

orizing a math formula, although as Willis and 

Willis （�2007, p.18）� point out “learning is a 

developmental process which is not subject to 

the learner’s conscious control.”�

2. In processing input and producing output, 

learners who have been taught grammar only 

by this approach, often have to recognize and 

analyze the rules used in the input or needed 

in output and then remember the rules they 

memorized to apply them, which takes a lot 

of time hindering fluency.

3. Learners who are not good at analyzing or 

logic may not prefer this way of learning.

4. Not all grammatical structures can be ex-

plained and taught analytically.

5. There is a risk of over-analysis of grammatical 

rules, which will lead to production that is 

grammatically correct but linguistically incor-

rect （Widdowson, 1989）�, such as “�The reason 

of the bird’s migrating is not clear.”�1

　�

Exemplar-based approach

　Admitting the essentiality and the importance 

of this rule-based grammar teaching, I would 

suggest thinking about adding another way of 

teaching grammar, namely exemplar-based 

teaching or memory-based teaching.  In this ap-

proach, teachers provide students with many 

example sentences that contain the target 

grammatical structures, without giving them ex-

plicit grammatical explanations.  Students are 

not required to analyze to understand the 

grammatical rule but to learn as chunks being 

concerned with the accumulation of exemplars 

（�Skehan, 1996）�.  Skehan （�1998）� states that the 

system is redundantly structured and can oper-

ate mainly on chunks rather than on individual 

items operated mainly by the rule-based sys-

tem.  However, I strongly believe that, through 

this exemplar-based learning, learners can learn 

not only chunks, collocations2 or lexical phrases3 

but also grammatical rules they have not yet 

learned, which reflects the natural way children

learn their first language, namely, being exposed

to the examples around them.  Yet I have to 

mention two important points.  Since learning 

English as a foreign language is totally different 

from acquiring our first language, we cannot 

rely only or mainly on exemplar-based teach-

ing.  Rather, this must be a supplement of the 

rule-based teaching.  The second point is that a 

great amount of exemplars should be provided 

for students to acquire and learn words, expres-

sions and grammatical structures.  Students 

should be involved in considerable amount of 

extensive reading and reading-aloud activities in 

order to internalize them.  Teachers themselves 

also have to give students as much input and as 

high a quality of input as possible in the form of 

written material or verbally.  The more exam-

ples with the grammatical point students see or 

hear, the easier they will find it to learn and the 

more instinctive their understanding will be-

come.  I should mention that teachers try to be 

proficient enough to improvise input with the 

grammatical points verbally anytime and any-

where in the class spontaneously as well as the 

exemplars prepared in advance.  Teachers also 

are required to be able to adjust the degree of 

difficulty of their English to various levels ac-

cording to their students’ understanding flexi-

bly.  Conducting the class mainly in English in 

which teachers have many more opportunities 

for verbal input can be food for thought. 

　�

Note

1. This sentence was written by one of my stu-

dents in a writing class.

2. Collocations refer to a grouping of words ac-

cepted as a phrase or clause （Nation, 2001）�.

3. Lexical phrases are longer strings of language 

which recur frequently and are often connect-

ed with the functional usage of language 

（Schmitt and Carter, 2000）�.

　�
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　ずいぶん昔のことだが�，某県の高校英語教員採�

用が決まったときに，田�舎の母が，こう言った。�

「よかったね。もう勉強�し�なくていいね」今でも�

可笑�し�さがこみあげてくる母の�言葉である。�

　�し�か�し�その言葉とは正反対に，教員�になるとい�

うことは，毎日の授業準�備のみならず，様々な仕�

事と格闘�し�，勉強�し�続けるということだった�。当�

時，�英語の授業にOral Communicationや外国人教�

師とのTeam Teachingが導入され始めていた。�ほ�

とんどの英語教員が，文�法と訳読中心の英語教育�

し�か受けていなかったため，新�し�い英語授業への�

取り組みに誰もが四苦八�苦�し�ていた時代だった。�

私自身も，深夜まで頑張�って準備�し�ても，やはり�

訳�読�式�に�陥�っ�て�し�ま�う�授�業�に�嫌�悪�を�感�じ�る�日�々�

だった。授業法に関�し�て英語だけがバッシン�グを�

受�け�る�こ�と�に�理�不�尽�さ�を�覚�え�な�が�ら�も，Rivers

（�1981）�や�Smith（�1985）�の�文�献�を�読�み�な�が�ら，工�夫�

できる点を模索�し�ていたことが思い出される�。�

　ところで，最近知り合�った方にＳ氏がいる。Ｓ�

氏は経営工学の専門家で�，国内外での研究発表や�

講演をするこ�ともあり，辞書を�片手に�Natureなど�

も読むという立派な知識�人である。�し�か�し�Ｓ氏は，�

「自分の英語力に関�し�て，何かすっきり�し�ないも�

のがある」�と言う。Ｓ氏曰く，�「英語の基本文法が�

復習�し�たい」と言うのであるが�，そんな話はとう�

てい信�じ�難い。�し�か�し�，40代後半のＳ氏は，�私立�

の中学・高校時代に，�当時最新のLL教室を駆使�し�

たcommunicativeな�英語�授�業を�受�け続�け�たら�し�い。�

話を聞くにつれ，Ｓ氏は�，いわゆる「英会話」で�

お茶を濁すようなコミュ�ニケーション力ではなく，�

アカデミックな内容にも�対応できる堅固な文法力�

の必要性を感じているの�だと理解できた。�

　Ｓ�氏�の�相�談�を�受�け�な�が�ら，昨�今�言�わ�れ�て�い�る�

「communication重�視�の�英�語�教育�の�弊�害」と�い�う�

言葉を思い出�し�た。文法・訳読中心の�授業は，ず�

いぶんとバッシングを受�けてきた。小篠敏明氏は，�

「コミュニケーションvs.文法」�の問題を�「�終わり�

な�き�戦�い」と�称し�た。�し�か�し�，�『日�本�語�力�と�英�語�

力』�の著者である斎藤兆史�氏は，�「日本人に一番合�

う英語習得法と�し�て，まず言葉の骨組み�を知る文�

法の学習は，日本人の英語�の学び方に合ったもの�

だ」という主張を�し�ている。自分自身の長年の�授�

業経験を通�じ�て，文法知識を道具と�し�て活用�し�て�

いくという視点での「文法�回帰」が，最近自分の�

中に起きている。�

　結局，Ｓ氏とは月一回の�勉強会を持つことに�し�

た。学習ターゲッ�ト�は，英語の基本文法習得で�あ�

る。�し�か�し�，専門家のＳ氏は学生とは違�う。Ｓ氏�

に合った専門的な英語資料�を教材に織り交ぜなが�

ら，文法�と�はReadingやListeningを�す�ると�き�の予�

測力向上のための道具であ�ることを強調�し�ていく�

つもりである。私自身にと�っても一つの良い勉強�

の機会となるだろう。�

　今度田舎の母と電話で話�すことがあったら，�「ま�

だ�ま�だ�い�っ�ぱ�い�勉�強�す�る�こ�と�が�あ�る�み�た�い」と�

言ってみよう。母は「ふー�ん。よくわかんないけ�

ど，いつも大変だねえ」と�きっと言うだろう。�

（横浜国立大学准教授　田島�　�祐規子）�

英�語�教�育�時�評�

投稿�を�歓迎�し�ま�す�

　英語教育に関する問題提起，実践報告�，研究などの�
投稿をお待ち�し�ております。締切は特にありませんが，�
本誌は今後，3�月，5�月，9�月，2�0�0�9�年1�月にそれぞれ発�
行の予定ですので，原稿到着の時点で掲�載号を決めさ�
せていただきます。規定は以下のとおり�です。ご不明�
の点は編集部までお問い合わせください�。�
　①　�2�2�字詰×7�2�行以内�（本文分量）�
　②　�二重投稿はご遠慮ください。�
　③　�採用分には薄謝を進呈いた�し�ます。�
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文法回帰�
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